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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社クレスコ 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2021 年 3 月期第 1 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2020 年度 第 1 四半期 

 

[日程]   2020 年 8 月 18 日 

 

[ページ数]  24 

  

[時間]   15:00 – 15:46 

（合計：46 分、登壇：32 分、質疑応答：14 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役 社長執行役員  根元 浩幸（以下、根元） 

 

[アナリスト名]* ティー・アイ・ダヴリュ  高田 悟 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリストの中で、SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る 
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登壇 

 

司会：皆様、お待たせいたしました。ただいまより、株式会社クレスコ、2021 年 3 月期第 1 四半

期決算説明会を開催いたします。本日はお忙しい中ご視聴くださいまして、誠にありがとうござい

ます。 

本日は、代表取締役社長執行役員、根元浩幸様よりご説明をいただきます。それでは、根元社長、

どうぞよろしくお願いいたします。 

根元：クレスコの根元でございます。今日は、第 1 四半期の決算説明会をご視聴いただき、どうも

ありがとうございます。私から 30 分程度、今映っているパワーポイントに基づいて話をしますの

で、その後、質疑応答ということで進めたいと思います。 

 

早速、説明に入らせていただきます。まず、決算のポイントになります。 
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一番上に点が五つありますけれども、第 1 クォーターから、やはり新型コロナ拡大の影響を受けま

して国内外の経済活動が停滞したことで、私どものお客様の IT 投資の計画にも見直しが入ったと

いうのが実態です。 

主要なお客さんで受注が減少したこと、それから既存のプロジェクト、新規に予定したプロジェク

トが中止になった、中断になった、延期になったというようなことも発生しております。 

また、一部連結子会社 3 社ほどですけれども、不採算のプロジェクトが発生したことでちょっと利

益にマイナスインパクトを与えています。 

売上は、全体としては微増ではあるんですが、売上総利益・営業利益については、人件費、外注

費、材料費の増加によって減益ということです。 

ただ、保有する金融商品の時価が上昇したということで、経常利益については好転している結果に

なります。 

売上は 94 億で、昨年同期比で 101.7%。営業利益は 4 億 2,600 万で、昨年比で 55%。営業利益率

も 4.5%と近年になく悪い状況です。経常利益は、先ほど説明しましたが 8 億 4,700 万と、金融商

品の時価上昇ということで、昨年に比べては 126%という結果となっております。 
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受注高・受注残高につきまして説明いたします。 

やはりお客様の状況が 4 月以降はあんまりよろしくない。3 月から厳しいところもあったんですけ

れども、特にここの一番上に書いていますが、ソフトウェア開発でいいますと人材の会社、旅行の

会社、空輸の会社、不動産関連の受注が大きく減少しております。 

あと、組込み型ソフトウェアに関しては濃淡があるんですが、少しお客様の製品計画の見直し等が

第 1 クォーターから少し出始めている。 

受注残高は前年比 80.9%で、かなり落としている状況です。 

 

セグメント別の売上高・利益に関してです。 

セグメント別で見ますと金融につきましては、昨年度、一昨年度も底を打っているような状況で多

少プラスにはなっております。111%ということで。生保関連等で開発案件、DX 化案件といわれる

ような新しい案件が結構増えたというのはあります。あと、新しいお客様が獲得できて本格的に動

き出したというのもあります。 
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問題は、やはり公共サービスは、旅行業ですとか人材関連の予定した案件が、結構剥落しましたの

で第 1 クォーターだけで 10.9%と減収になっております。 

あと流通もかなり厳しいんですが、4 月にエニシアスという新しい会社がグループ入りしまして、

その効果もあって若干のプラスになっているという状況です。 

利益に関しては、不採算のプロジェクトもあったということで昨年度に比べると 36.5%の減益にな

ります。 

 

次に、組込み型ソフトウェア開発になります。 

こちらも売上に関してはほぼ横ばいで、全体でいうと昨年同期比 98.2%となっています。 

セグメントによって多少濃淡ありますけれども、やはり利益に関しては 25.6%の減益と、ソフトウ

ェア開発と同じく昨年よりも利益を落としている状況です。 
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今期の見通しについて、お話し申し上げます。 

冒頭にも申しましたとおり、お客様の IT 投資計画の見直しが、もう 4 月、5 月から入り始めてい

るということで、今も入っている状況です。どちらかというと、ほぼマイナス方向の見直しという

ことになります。 

ただ一方で、今後のお客様の活動を見たときに、ウィズコロナ・アフターコロナを考えたときに、

やはり IT 投資はやらなきゃなんないと思っていらっしゃるお客様も相当数いらっしゃいますの

で、その辺を上手く取り込む。厳しい状況ではありますが事業機会でもあると考えています。 

上期に関しましては、もう上期も半分過ぎておりますが、2Q も半分過ぎておりますが受注の落ち

込みは避けられないと思っております。 

特に受注の営業活動が厳しい、やりにくい状況です。対面での話がほぼできない状況で、オンライ

ンでの既存のお客様との案件のお話というのがほとんどでして、新しい案件をコンペなり提案なり

して立ち上げるというところが非常にお客様側もスピードが落ちていますし、われわれ側からして

も活動がやっぱり落ちているといえると思います。 
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ただ先ほど申しましたとおり、先々を見ていくとやはりデジタル変革ということで、今回こういう

IR 活動も完全にオンラインでやっているのと同じように、いろんなお客様がデジタルでいろんな

ことをやらなきゃならないとなってきておりますので、先々を見たときには需要は戻るだろうと考

えております。 

ここにご参考の資料が出ていますけれども、かなりやっぱり厳しいという指標はいろんなところで

出ております。 

 

コロナについてですけれども、私どものグループでの新型コロナに対する対応を簡単にご紹介しま

す。 

2 月 27 日に対応方針を出して、社内外にアナウンスしております。 

4 月に入ってかなり厳しい状況になってきていましたので、その時点で緊急対策本部を設置して、

定例のミーティングを初めのうちはほぼ毎日やって、現状でも週次のミーティングを状況を見なが

らやっている状況です。 
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初めの 4 月、5 月の緊急事態のときは 8 割出社しないということで、在宅勤務に急速に移行しまし

た。現状では、出社は 5 割以下にすべきということで、6 割 7 割くらいのプロジェクトが多いと思

いますがテレワークは継続している状況です。 

基本的には従業員の安全・安心・健康を確保するのを第一に考えておりますので、3 密を避けたと

ころで仕事をするんだということで。出社している人間いますけれども、3 密を避けるような少し

間を置いたゆったりしたプロジェクトルームで仕事をするとか、そういうような工夫はしておりま

す。 

 

新型コロナが事業に及ぼすマイナス面ですけれども、今までもお話ししていますように、やはり一

番は感染が拡大して社員が罹患してプロジェクトがクローズになるとか、そういうようなことが一

番困ることだなと感じています。 

次には、やっぱりお客様ですね、お客様の影響。 

特に、ここの 2 番目の点に事業特性の影響と書いていますが、私どもはお客様の数がそんなに多い

というよりも大手のお客様とがっちり仕事をする。例えば、弊社クレスコ単体でいいますと、大体

トップ 20 社で大体 80%ぐらいの売上をあげさせてもらっているという、やはり特定のお客様に結
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構偏りがある。大手のお客さんでがっちり仕事をさせてもらっているという関係上、そこのお客様

の IT 投資、ビジネスの状況が厳しくなると結構、影響を受けやすいという特性があります。 

特に、ここに書いていますけどもサービス業、旅行業、空輸、人材、不動産、最近だと自動車関係

です。報道でも出ていますけど、そういうところがかなりのメインのお客さんで持っていますの

で、そういうところがかなり厳しくなってきていると。その影響を第 1 クォーターから受けている

なというのが実感であります。 

先ほどから申しましたとおり、先々を見たときには、じゃあもう IT 投資をしないというのは、そ

ういう苦しいお客さんでもあり得ないので、先々はまた回復してくるだろうし、いろんなお客さん

で IT のニーズは出てくると思っております。 

ただ現状は、経営成績に影響を及ぼすような話というのはマイナス面として出ております。 

 

プラス面という意味では、世の中がこれだけ変わっていますので、当然世の中が変わったところで

いろんな IT を使った仕掛けをお客さんも考え始めていますので。今はまだ落ち着いていないとい

うか、まずはコロナの収束を第一に考えているというところがあると思うんですけど、これからい

ろんな話が出てくると感じております。 
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特に今回、日本国民がどう感じたというのは、例えば 10 万円の給付とかでも非常に時間がかかっ

たりとか、いろんなところで国の IT がかなり遅れているというのがはっきりしたなと。ですか

ら、そういうところの整備は何年かかけて国のほうもやっていくでしょうし、公共ですとか公益の

ところ。それからお客さんもビジネスのやり方を変えるというところで、IT の投資は増えるだろ

うと見ております。 

ただやっぱり、今近々で見たときには厳しいなと。この状況がいつまで続くのかなというのは私も

はっきり自信がないなというのが正直なところであります。ただやはり、そういう市場のニーズは

先々あるというのは分かっていますので、それに的確に応えるべく技術力を保持するとか、新しい

ビジネスを組成するとか[音声不明瞭]。 

 

業績の話です。精緻に把握することが難しいという状況に今なっています。 

現時点で入手可能な情報を基に判断している。いろんな仮説、仮定を立てて業績予想をしていると

いうことです。 

一番下に赤字で書いていますが、通期の業績で前年度並みに着地したいなということで、上期の落

ち込みを下期はカバーするということでやっていきたいと思っております。 
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先ほどから申していますように、お客様でいいところと悪いところ、IT のビジネスでもいいとこ

ろと悪いところがありますので簡単に話をします。 

悪いところは先ほど申しましたとおり、お客様の業績が悪いということで、空輸ですとか旅行です

とか人材、不動産、自動車をはじめとする製造業はやっぱり悪いだろうと。 

一方で、公益ですとか公共のところは、逆これからまだ増えるだろうと予想されますので、そうい

うところに仕事をシフトしていくことも考えなきゃならないです。 

あとはネットワーク。これは弊社というよりもグループの子会社になりますけれども、ネットワー

クを中心にやっているような会社があるんです。こういうところは比較的影響はそんなに受けてい

ない。逆にちょっとプラスかもしれないなというところがあります。 

グループ会社でも、やはり公共関係の仕事、通信関係の通信業者の仕事を請けているところは比較

的業績的にはそんなに影響を受けていないといえると思います。ですから、全部が全面的に駄目だ

というよりも、お客様の業種あとは IT のエリアによっていいところと悪いところがあるという感

じです。 

全体としてはよくないという状況です 
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業績予想です。 

5 月 8 日に発表した業績予想から変更はありません。通期でいいますと 400 億、営業利益は 34 億

です。売上で昨年度並み、利益は若干落ちるかという予想で、今は変わらない状況になっておりま

す。 

下期の状況が見えてきて、修正しないといけないときには速やかに発表したいと思っております。 

 

配当に関しても変更ありません。 

中間で 18 円、期末で 18 円の 36 円。連結の経常利益に基本的には連動すると株主還元の方針を立

てておりますので、それに基づいてやっていきたいと思っております。 
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ご参考の資料がありますが、ここの中で 1 点だけ、対処すべき課題というのがあります。こちらで

12 ほど挙げていますので、こちらの現状の 1 クォーターでの動きというのを簡単に最後にご説明

したいと思います。 

1 番目は、新規ビジネスの組成と新技術の研究・開発ということで挙げております。 

コロナ禍で先ほどからも言っているとおり、お客様の投資がなかなか、われわれが当初想定したと

おりにいっていないのが現状です。ただ、デジタル変革の流れは今後も継続するだろうと思ってお

ります。 

ただやはり、一番今厳しいと思っているのは営業です。営業活動を非対面でやっていくというとこ

ろがまだ慣れていない、十分できていないというのはあります。この辺のところはもっと進めてい

かなきゃならないと思っていますし、いろんなデジタルマーケティング等ももっと活用してやって

いこうと考えています。 

AI とか数理最適化モデルとか、いろんな新しい事例をわれわれは持っていますので、そういうの

をもっと世の中に発信してお客さんに興味を持っていただくと。そういうところから新しい顧客を

開拓していきたいと思っております。 
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2 番目は、今も少し触れましたけれども、なかなかテレコンだけではお客様を新規開拓するところ

で、信頼関係づくりは限界があるなということで苦戦しているということです。 

ただ先ほど申しましたとおり、新しい先端の事例とか、昨年までは集合型のセミナーをやっていた

んですけれども、こういう状況ですので 6 月からはオンラインのセミナーを始めることにしまし

た。こちらは結構集客もできていますので、そういうところも新規顧客の開拓のきっかけにしたい

と思っております。 

3 番目の鉄板品質の提供の話になります。 

冒頭でちょっと申しましたけれども、単体のほうは今回特になかったんですけれども、子会社 3 社

で 3 プロジェクト、トータル 5,000～6,000 万ぐらいのコストオーバーが発生しました。ただ 2Q

以降、それが悪化するという情報はないので、ほぼ収束できるだろうと見ております。 

 

4 番目の生産性の追求です。 

4 月から 5 月にかけて在宅勤務に移行するということで、かなり強引というか強制的に 8 割在宅と

いうことでもっていきましたので、かなり負荷は増大しました。結局オーバーヘッドが大きくなっ

たということで、一時的には生産性が下がったんじゃないかなと思っています。 
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具体的には、残業が当初の予定よりも発生したとか、あとはお客様の要請で自宅待機。仕事ができ

ないので自宅待機になったり、計画していた案件が中止・中断ということで、われわれは待機とい

っていますけども、要員の待機が発生したことで、そういうところもかなり生産性の低下、結局は

利益率の低下を招いたと思っております。 

5 番目の開発に従事する人材の確保です。 

こういう状況ですので、現在は要員の不足感はありません。ニアショア、オフショアに活用してい

く方針を立てておりますので、そちらのほうは昨年度に比べれば伸びているかなと思っておりま

す。ビジネスパートナーの確保も昨年に比べると、かなり容易になってきている状況です。 

6 番目の人材の採用と育成についてです。 

この 4 月に、クレスコ単体で 75 名、グループ全体で 150 名の新入社員を迎い入れました。 

1Q の間は在宅でのオンライン教育を実施しております。それもほぼ終了して、一部まだ教育をや

っている会社もありますが、現場のほうに配属になっている状況になります。 

来年度においても、ほぼ同数の採用を考えておりまして、採用も今まではかなり売り手市場といわ

れていましたけれども、買い手市場になって良い人材を予定通り採用できたかなと思っておりま

す。 

あと既存の社員につきましても、オンラインの教材、かなり社内の教材もありますし、社外の教材

も積極的に活用して社員のスキルアップを図っている状況です。 
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働き方改革の推進についてお話しします。 

コロナの拡大で在宅勤務が強制的に進んだという状況であります。いつでも拡大が広がったら、ま

た 80%の在宅で仕事ができるようにという体制まではできたかなと思っております。これが結構

先々も続くだろうと考えていますので、テレワーク勤務を制度化するということで今、会社の中で

は話をしております。 

健康経営の推進ということです。 

これは働き方改革の 7 番と関係するんですけれども、ここで一つお話ししておきたい話として、厚

生労働省の安全衛生優良企業育成事業というものがあります。その委託業者、非営利一般社団法人

の安全衛生優良企業マーク推進機構というのがあるんですけれども、こちらで毎年ホワイト企業の

ランキングみたいなものを出しております。大きい会社も小さい会社も全部含めた全業種の 20 位

に弊社がランクインしております。昨年度の実績として。 

情報通信業界では一番トップで、われわれとしては普通に子育てのサポートですとか、女性の活用

とか有給の取得だとか残業時間の削減とか、そういうことを地道にここ数年やってきている成果と

いう意味で、そこまで評価されるかなと思いましたけれども、非常によかったと思っております。 
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われわれの業界というのは、10 年、20 年前はブラックと言われて、3K とか 7K とか言われていた

業界なので、そういう中でだいぶ変わったなと感じております。 

9 番のダイバーシティへの取り組みでいいますと、この 6 月の定時株主総会で、初の女性の取締

役、社外の方ですけれども就任していただいております。 

 

10 番の M&A・アライアンスの推進というお話です。 

先ほどちょっとお話ししましたが、4 月にエニシアスという会社がグループに入りました。役員を

含めて 2 名を今出向させておりまして、管理会計を導入して、ちゃんと収益管理ができるようにと

いうことで、PMI、Post Merger Integration の活動を今進めているところです。順調に立ち上がっ

ているなという感じです。 

11 番のコーポレート・ガバナンスの推進です。 

社外取締役は、先ほどの女性の社外取締役の方に 1 名入っていただきまして 4 名になりました。取

締役は 11 名おりますので、そのうちの 4 名ということで、社外取締役の比率も 36%で、3 分の 1

は推奨しますといろんな社外からもいわれていますけれども、それをクリアできていると思ってお

ります。 
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コロナ禍ということで、取締役会も今テレコンを交えてやっておりますが、テレコンでも集合でや

るときと同じように活発な議論はできているかなと思っております。 

最後 12 番、事業ポートフォリオの最適化と柔軟な組織経営です。 

この 4 月は結構大きく組織をいじっております。特に専門技術分野に特化した組織、部の単位にな

りますけれども、15 名から 20 名ぐらいの部隊をちゃんと色づけして[音声不明瞭]、そういうこと

をやりまして、全社横断でそのチームが活躍できるようにということをやっております。これから

どんどん機能させていくということだと思っております。 

それからやはりコロナ禍で予定していた仕事がスリップとか、なくなってしまう事業部門もありま

したので、そこは全社最適化という観点でほかの事業部の仕事を一緒に手伝うとか、そういうよう

な手はもう 5 月ぐらいから結構打って、全社最適の観点でリソースを配分するということはやって

おります。これは今も継続してやっているという状況であります。 

私からの説明は以上になります。今後、ご質問をお受けしたいと思っております。どうもありがと

うございました。  
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質疑応答 

 

司会：ありがとうございました。それでは、これより質疑応答のお時間といたします。 

根元：もう質問を何件かいただいていますので、それに沿ってお答えしたいと思います。 

まず、ティー・アイ・ダヴリュの高田様からいただいている質問でございます。質問を読み上げま

す。 

1Q 末の受注残高が前年同期の 8 割とのことですが、ご説明にあった生保以外の案件でどのような

受注案件、業界、リピート等の詳しい事業環境、受注残について教えてくださいということです

ね。受注残にどういうものがあるかということですね。 

基本的には保守みたいな案件ですね。保守・継続・運用をやるために、保守という仕事のところ

は、お客様もかなり事業環境が厳しい状況ではあるんですが残してもらっております。 

一番昨年に比べて 20%落ちているところは新規なんですね。毎年毎年、お客様が新しいことをや

るために新規のプロジェクトを立ち上げると。それはもう昨年度からわれわれも営業して、お客さ

んと一緒に計画を作って、見積もりもお出ししてとやっていて。そういう、まさに、じゃあやりま

しょうという案件がスリップしたりという、新規の案件ですね。ですから保守の案件みたいなとこ

ろは、かなりまだ残っているということですね。 

それから、お客様の長期にわたる例えば来年とか再来年までのプロジェクトでも、継続している案

件、すでに走っている案件で中断したのもありますけれど、大部分については継続してやっている

というのが、規模は当初 100 やる予定だったのが 60 でとかというのはありますが、ほんとにゼロ

になるというのはそんなに多くはないです。そんな感じの受注残が、前年に比べてだいたい 8 割ぐ

らいと見ております。 

こんな感じでよろしいでしょうか。また追加で質問があればお願いいたします。 

それから同じく、高田様からの質問ですね。 

第 1 クォーターの不採算の影響額、発生の背景等に関して可能な範囲で教えてください。 

また、新型コロナ等、不採算発生に関連したのかということを教えてください、ということです

ね。 

私が聞いているかぎりは、不採算の案件、新型コロナには関係していないと聞いております。 
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グループ会社 3 社で 3 件あるんですけれど、3 件ともやはり昨年度から少し引きずったと。最終の

フェーズ、テスト、お客さんの納品が近くなったときに、品質面で少し不安があるので品質向上の

活動をしなきゃならないとかそういうところで。例えば、テストで今まで工数でいう 30 でできる

かなと思ったのが、やはり品質面を考えると 50 かけなきゃならないと、そのようなケースだった

と見ております。 

ですので、やはり品質のいいものをお客さんに提供しなきゃなりませんので、その辺はわれわれの

責任として、持ち出しでちょっと計画よりは少し工数はかかってしまいましたけれども、やらなき

ゃならなかったと理解しております。3 件で 5,000～6,000 万ですので、全体としてはそんなに大

きいインパクトではないかなと思っております。 

続きまして、シミズ様から 2 件質問をいただいています。 

1 件目は、プロジェクト管理の徹底とうたっておりましたが不採算案件が発生した原因、理由を教

えてくださいと。 

これ、今の高田様の質問とも絡むと思うんですけれど、3 件とも私が聞いているかぎりは、エンド

ユーザーというか、要は直接のお客さんの案件なんですね。直接のお客さんの案件を請負でやるの

は、やっぱりリスクはあります。 

そのリスクも考えてある程度、コンティンジェンシープランとわれわれは呼んでいますけれども、

余裕値を持った価格だったり、スケジュールだったりしているんです。やはりプロジェクトという

のは生き物でして、いろんな想定外のことがポコポコ起きます。それがコンティンジェンシープラ

ンの予定していた中で収まれば、計画どおりの利益を出すことができるんです。その発生する予定

外のそういうこと、インシデントとかいいますけれど、そういうトラブルが想定よりも多くなっち

ゃうと、それを収拾させるためにやっぱりコストがかかるということで。 

IT のプロジェクトだけじゃなくて、結局、建物を建てるのでも何でも、プロジェクトものってそ

ういう想定外のことがやっぱり起きると考えていますので、ある程度このぐらいのものであれば、

われわれとしては許容できるかなというふうには考えています。 

これが営業赤字とかになるようなものだと、やはり経営に対するインパクトは相当大きいですし、

ちょっと問題あるなと思いますが、1Q のものに関しては、それほど大きいものではないと見てお

ります。 

それからもう 1 点、シミズ様からのご質問ですが、質問を読み上げます。 
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テレワークの活用などで経費が圧縮できた企業も多くありますが、御社では今後そのような効果が

期待できますか。 

コストをセーブということだと思うんですけれども。まだ私どもで、例えば大きくコストを減らし

ているのは、どちらかというとイベントですとか、あと旅費交通費、出張とか、そういうところは

あると思いますが、全体としてはそれほど大きくはないです。 

ただ、これはまだわれわれは判断していないんですけれど、スペースですね。スペースを富士通さ

んが 3 年で半分にすると出ていましたけれど。スペースは確かに、この状況が本当にずっと続くの

であれば、かなり今スカスカの状況でスペースを使っていますので、どこかでスペースを縮小する

ということを考えなきゃならないかなとも思っております。 

ただ一方で、密の状況を作ることはできませんので、その辺ちょっとコロナの様子とかを見なが

ら、あと受注の状況を見ながら考えていきたいなと思っております。一番われわれでコストセーブ

するので大きいところだと、やっぱりスペースの話は出てくると思います。まだ今、そこまでは検

討は行っていないです。 

もう 1 点、シミズ様からのご質問があります。質問を読み上げます。 

旅行、空輸、人材など、顧客の受注は当分難しそうですが、今後それを補える顧客分野があれば教

えてくださいということですね。 

私どもとしては、途中ちょっとお話しましたけど、公共公益関係ですね。そこは今もやっているん

ですけれど、昔もかなりやっていた時期がありましたが、今は全体でそんなに多くはないんです。

そこは再度掘り起こすことを今まさにやっております。公共のプロジェクトもいろいろ続きますの

で、今やっているもののその次、次と。 

あとは既存のインフラ関係のお客さんで、大きなプロジェクトはやっていないんですけれども、こ

れからやるプロジェクトに参画させてもらうとか、そういうところは一つあると思います。 

あとは新規のお客様で、なかなかこれ難しいとは思うんですけれど、新しい技術、先端技術をもっ

て新しいお客さんに少しずつ食い込んでいくというマーケティング活動、営業活動はやっていきた

いと思っております。 

できたらやりたいなと思っているのは製薬とか、そういうところはやりたいなと思っております。

グループ会社で一部やっているところがありますので、グループでクロスセルをして、グループの

持っているお客さんのところで、グループの他の各社、本体も含めて営業をかけるというのはある

かなと思っております。以上になります。 
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司会：他にご質問はいかがでしょうか。 

それでは、ご質問もひと段落したようでございますので、これで質疑応答のお時間を終了といたし

ます。 

最後に、根元社長よりご挨拶がございます。お願いいたします。 

根元：今日は、長時間にわたり決算説明の話を聴取いただき、本当にありがとうございます。 

世の中全体でやっぱり厳しい状況が続いていますし不透明感はありますが、IT の需要は、申し上

げていますとおり、今後もこういう世の中が変わるときだからこそ、新しい需要は必ず起きてくる

と今までの経験からもわれわれ確信しておりますので。 

一時的には、ちょっとやっぱり厳しいなというのが続くかもしれませんが、お客さんを開拓して、

われわれの価値を世の中に提供していきたいと思っておりますので、投資家の皆様におきまして

も、ぜひクレスコ、注目して見ていただければなと思っております。 

今日は、長時間にわたりありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。 

これをもちまして、本日の説明会は終了といたします。本日は、ご視聴いただきまして誠にありが

とうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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